
第 2 学 年 生活科 学習指導案

日 時  平 成 15年 9月 24日 (水)5校 時

児  童  1年 3組11名 。2年3組18名 計 29名

指 導者  橋  田   孝 】

場  所  2 年 3 組 教 室

単元名 「せん とくまつ りをしよう」          ャ

単元 について   、

本単元のねら, Vはヽ、学習指導要領生活科の内容 ( 5 ) の 「身f な 自然を観察したり、季節や地域の行

事にかかわる活動を行ったりして、四季の変化や季節によって生活の様子が変わることに気付き、自分

たちの生活を工夫したり楽しくしたりできるようにする。」を受けて、地域でお祭りが行われている由

来を知り、子どもたち自身が思いを込めて自分たちのお祭りを作り上げる活動を通して、協力するこ
1 と

の楽 しさや作 り上 げた こ との達 成感 を味 わいなが ら、 自分たちの生活 を工夫 した り、楽 しく した りし、

よ りよい ものにす ることで ある。 自分 た ちのお祭 りを実陳に作 り上げてい くこ とで、 自分の思いを持 ち

なが ら自主的 に活動 した り創意工夫 した りす る態度、
・
異学年交流 に よる協調性 や 思いや りが育 ち、 さら

に友達 との交流 を楽 しんだ りす るな ど、今後の 自分たちの生活 をよ りよいものにで きる と考 える。

1 学 期単元の 「せんとくたなばたをしよ う」では( 1 ・ 2 年 生で交流数を作 り、小集田で活動した。

宮古市で七夕祭 りを開催 しているゲス トティーチャー (以下 G T ) の 思いに触れ、自分たちでも七夕飾

りを作る活動を通して、みんなで作つた七夕飾りの大ききや美ビさを感じ、協力することでよりよいも
のができるこ とに気付いた。 しか し、七夕の出来を理解できず

′
飾 りへの思いを十分に持 てずに活動 して

いた り、協力 し合つて よりよいものを作 ろ うとす る意識が希薄だつた 場す るな どと活動 に対 して主体性

に欠け る場面 も見 られた。      マ

活動 を進 めるにあたっては、「計画を立て ょう1 」の段階で官古秋祭 りの様子 を W i K で 見た り、実際に

神翼や太鼓な どに触れなが ら活動 に対す る動機付けをしてい く。また、秋祭 りに関わつて活動 してい る

G Tの話を聞き、お祭りに込められた思いや願いに気付かせながら夕、自分たちのお祭りを楽しいものに
していくためお計画を立てられるよぅにする。
「お祭 りの準備 を しよ う」では、 出店や会場作 り、山車や神 輿の準備、招待状 の作成 など対象 を意識

しながら製作活動に当たり、1・ 2年生が互いた学び合つたり、教え合ったりしながら自分たちの祭り
に対す る思い を表現で きるように してい きたい。また、班 ごとに出店な どの練習 をす る陳に、よりよい

ものにす るための音見を出し合つた り、工夫をした りして活動ができるようにす る。
Tゃ祭 りを栞 しも う」では、家′の人や G T、全技児童をお待 して学画でせん とくまつ りを行 う。掲示

の工夫な どを して会場の雰囲気を出し、お祭 りを楽 しむ とともに、友達の作品の よきにも気付 くよう′に

す る。        _             …

「お祭 りを振 り返 ろ う」では、活動を通 して気付いたことを:その後の生活 に生か していけるように視

点を与 えて振 り返 らせ る。そ して 自分たちの地域への愛着を持 った り、生活 を楽 しくす るための様々な

行事 の働きに気付いた りできるよ うにす る。

単元の目標               '           ↓

1 年 生 2 年 生

〇自分 たちのお祭 りに関心 を もって、意欲 的に活動

しい る。

O 分 か らない こ とを聞いた り調べ た りしなが ら自分

の思い を表現 してい る。

O 協 力 して作 るこ とで、 よ りよい もの を作 り上 げる

ことがで きるこ とに気付 く。

〇増分たちのお祭りに関いをもって、意欲的に活

動 してい る。

O 分 か らない こ とを調 べ た り互 い に意見 を出 し合

った りしなが ら自分の思 V ミを表現 してい る。

〇秋祭 りに込 め られた地域 の人 々願 いや思いに気

付き、協力することの大切 きに
｀
気付く。
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4  単 元指導計画 と評価規準 (総時間数 1 8時 間)

段 階 時 主 な活動 内容 評価 規準 指導 ・援助

計画を立

てよう

2 1  お 祭 りの経験 を話 し合 っ

た り、 実際の道具 を触 っ

た り、 見た り しなが ら自

分 た ち のお祭 りを作 ろ う

とす る意欲を持つ と共 に、

疑問点 を見つ ける。

2  G T の 話 を聞い た り、質問

した り しなが ら疑 問点 を

解決す る。

O楽 しかった経験を話 した り、

道具に触れた りしなが らお祭

りへの意欲を持つことができ

る。【関=観察 ・カード】

O G Tに 質問した りしなが ら疑

問点を解決 して、お祭 りに

対する思いを自分な りに持

つことができる。【気車発表

・カード】

O 楽 しいおまつ りの内容 を話

し合わせた り、秋祭 りの

V r R を 見た り、実際 に使 わ

れた道具を触 つた りしなが

らお祭 りへの意欲 を持 たせ

る。

O  G T へ の質 問や G T の 話 か

ぃらお祭 りのね らいや 内容な

どを聞いて、お祭 りに対す

る願いや思いを持たせ る。

2 3  せ ん と くまつ りの 計 画 を

立 て る 、     、  、

( 1 ) グ ル ー プ で どん な 祭 り

に した, いか を決 め る。

( 2 ) グ ル ー プ ご とに計 画 を

立 て る。

O ど んなお祭 りに したいか 、 自

分 の したい ものを出 し合 いな

が ら、グルー プで計画 をま と

め る こ とが で き る。 【関= 観

察 ・カー ドI  ｀

O 希 望 を取 り、内容別 のグル

十プ編成をす る。

O 自 分たちの願 いや思 いが こ

もるような計画 とな るよ う

声がけを行 う。

お祭 りの

準備 を し

よ う

構 4/10

10 4  お 祭 りの準備 をす る。

( 1 ) 実 物 を見 た り、触 れ た

りしながら製作活動を

す る。

・棒輿、山車
｀ ・出店

… ポスター

,お 金

・招 待状な ど

( 2 ) 出 店 の練習 をす る。

( 3 ) 出 店 の手草 しをす る。

O 自 分の思いを もって、製 作活

動に没頭 している 【関=観 察1

0作 品を工夫 した り、友達 と相

談 しなが ら活動 している。【思

= 観 察 ・i つぷやきI

O 活 動 す る 中で 、友 達 と協 力 し

て作 る こ との よ さに気 付 く

【気=観集・つぷやき・カード】

0 お 祭 りの W ュR や 写真、道

具な どをいつ で も見て、調

べ ることがで きるよ うな奏

、境 を設定す る。

O 生 活 廃材 な どを持 ち章 るよ

う声がけを し、
‐
集 めた もの

は 自由に使 え る よ うにす

る。

O 出 店 が円滑 に活動 した り、

お客 さんに喜んで も らった

りす るために売 り手セ 買い

手に別れるよ うにす る。

お祭 りを

楽しもう

3 5  会 場作 り

6  お 祭 りを楽 しむ

〇神輿を担いだ り、売った り買

つた りしなが らお祭 りを楽 し

んでいる。【関=観 察 ・カード】

O友 達の作品の よい ところに気

ミ付いてい る。 【気=観 秦 ‐カー

ド】

O 会 場 図 を も とに見 通 しを も

って 準備 がで き る よ うにす

る。

O 売 り手 、買 い 手 の両 方 を体

験 で き る よ う活 動 時 間 を工

夫する。

お 容 りを

振り蛍ごろう

1 こ れ ま で の活 動 を振 り返

る。

0活 動を振′り返 り、 自分な りに

工夫 して作ったお祭 りに満足

している。【気=発表 ・カード】

〇友達 と協力 して作 り上げ るこ

とのよさに気付 き、これ が ら

も友達 と楽 しく生活 しよ うと

してい る。【気=発表 ・力すドi

Oこ れか らの地域の行事 を楽 し

みたい とい う意欲 を持つてい

る。【気=発 表 ‐カード】

O  V R や 写 真 でせ ん と くま

つ りを振 り返 り、 自分 たち

の祭 りを した喜ぴや達成感

を味わわせ る。 ｀

〇宮古 の行事や他 の近 隣地域

の行事 を紹 介 し、関心が持

てるようにする。
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5  本 時の指導 ( 8 / 1 8 )

( 1 ) 目 わ雲

【関心 ・意欲 ・態度】
・自分の思いを表現 しようと意欲的に作品を作 ることができる。

【思考 ・表現】
・商品や出店などを自分な りに工夫 して作 るこ とができる。

【気付き】
・協力す ることのよさに気付 き、 さらにグル千プで工夫 しようとすることができる。

( 2 )展 開

学習活動 期待す る子どもの姿 教師の支援 と評価 (◇評価 ) 留意 点

つ

か

む

５

○ 前 時 ま で の活 動 の

進 み具合 を確認 し、

本 時 の活 動 づ見 通

しを持つ。

O 今 日の活動 のめ あてや 自分の

役 割 分担 を グル ー プの 中 で確

認 し合 つてい る。

○計画 力‐ ドに注 目させ 、

今 日の活 動 の見通 しを も

たせ 本 時 の課題 をつ か ま

せ る。

◇何 をす れ ばいい のかが は

っ き り してい る。 【関 =

発言 ・カード】
‐

O 前 時ま で の作

品を並 べ てお

くことで 、作

るもの を視覚

的にもとらえ

られるよ うに

する。

くふうしで でみせをつくろう。

考

え

る

表

現

す

る

３５

〇 グル ー プ ご との 出

店作 り

・ヨー ヨー釣 り

・射 的

・輪投 げ

・くじ   _

・スーブ単引羊サレチくい

〇役割 分担 に 沿つて 、 自分 の作

りた い もの を意欲 的に 作 つて

いる。

O 分 か らない ことを班や 周 りの

友 達 と相談 した り、教 え合 つ

たりして作つている。

した りヽ、 教 師 と
一 緒 に取

: り組み始 めた りしてい く。

O 子 どヽた つが思 いや願 い

を よ り達 成 しな が ら活 動

で き る よ う、出店 の写 真

などを掲丹する。  「

◇ 自分ゆ思いを持つ
″
て製作

活動に没頭 している。,【関
=観 察 ・つぷやき】

◇作品を工夫 した り、友達

と相談 しながら活動 して

いる。 【思 =観 察 ・つぶ

やき】        ｀

O希 望 した 材料

や置 き場 所 を

、准認す る。

・カ ッター

,ホ ッ トボ ン ド

・マジック

・テープ類

・用紙 類

・輪 ギム等

〇子 どもた ちの

活 動を広 げる

た めの掲 示の

工夫をす る。

|・出
i店
な どの写

1  真 や V T R

lt景
陳の道具

ま

と

め

る

５

〇 本 時 の活 動 を振 り

返 る。

O 次 時 の 見 通

O カ ー ドに今 日の活 動 の感 想 を

記入 し、発 表す る。

○ 次 の 時 間 は 何 を 作 りた い の か

見通 しを持 っ てい る。

O 振 り返 りの観 点 を確認 じ

カー ドヘ の記入 を支援 す

る。

①次 時1 の活 動 につ なが る よ

うな内容 を書い た子 ども

を紹介す る。

◇友 逢 と協 力す る こ との よ

さ に気 付 い て い る。 【気

= 発 表 ・カー ド】

〇進 行 状 況 を確認 し、次 時

に何 を作 れ ばい いか考 え

させ るも

〇 観 点 の 提 示

・自分の作 りたい

も の が 作 れ た

か 。

・・作 つた も の には

どんな思 い や工

夫があるのか。

・分 か らな い こと

や難 しい 箇所を

協力 して で きた

か 。
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評 価 規 準 卜 分 摘 足 ( A 〕 桃 ね 描 岸 tH) 審 力 務 喜 寸 ム 県 音 へ の 百 摺 〔C )
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晶  【員枇蛇絵攣竪
り、口小ゼtくに`るんむュセ軟わセt97て

ヨーヨー

資料 (振り返 リカー ド)

あレA.おすフリ。人rよかどド湾諸t

珂(9卜採L■でTね _

わ

経
ご号[齢陥 親もうことを胸けよう・

つつわ イイどくつの`う0↑

弥でt 劣各のたつに作功キ
とま久てえ ,F理年化ず狂毎安ら?申均(ダ
あ` ど[ 半砲縄 中i委捕ど

芯lえ化零
に
 せ tゝiつ く弓ヽ a

わくわくカー ド④ (本時)

ュ‐′ぐ封「―)L

盟 キ門 附 双 吐

`わくわくカード③

おり各抱 セロ|まと子‐フ
・

|ゴたナせ―】し たここ
H′も7

也)ら I`うし 、ヽは、バン、

iょう、i年生光おまつりのこと化い」ユ
°と、や]こ

音声,そそ|ょビあ十二、、です。
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